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a
c
d
o
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d

中
九
苗
屮
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5發
行
：
小
列
七
十
ニ
1
.

.
 

/ 

七
十
迸
錢

本
書
ぬ
英
阚
下
院
議
員
>
 

グ
ド
'ナ
ル
ド
庇
於
千
夂
胃 

十
ニ
¥
五
月
中
デ
ィ
リ
ー
©
グ
ロ 

二
グ
ル
に
寄
稿
し
^
 

る
シ
ン
デ
カ
リ
ズ
ム
の
徒
質
i

現
狀
と
に
關
す
る
論
文 

を
集
め
て
之
に
多
少
の
訂
茈
を
加
へ
て

一

册
i

し

て

上

：
 

梓
し
*

る
？
の
な
る
が
、
本
書
5:
.
分
ち
，て
締
論
、
第
一 

章
勞
®

^

合
、
社
會
主
讅
ヽv

v

デ
カ
ゾk
ム
、
第
二 

章
政
治
的
活
動
と
®
合
大
同
盟
褪
エ
、
第
三
聿
ソ
レ
ル 

の
&

寧

^

^

«
直
^

^

行
.動
.、
，
第

五

章

歐

洲

及

^

米 

BI
U

於
け
る
シ
ン
，デ
カ
ガ
ズ
ム
、
第
六
章
大
英
國
に
於 

.り
る
.シ
y

チ
.カ
リ
'ズ
ム
、
.
|&

七
章
.シ
ン
デ
'
力
ズ
ム
の

主
養
八
章
シ
ン
デ
カ
リk

.

ム
の
綱
領
及
び
第
九
議 

論
と
す
。
其
所
諭
の
大
要
は
左
，の
如
し
。

「

シ
ン
デ
カ
リ
ズ
ム」

は
佛
語
に
し
て
、
其
意
義
は
^
 

働
組
合
'
-
C外
な
ら
ず
。
佛
M

IC

は
§
!
?
:
^
«
へ
ロ
に| j

JS

あ

•

,

ニ.〇
八
.

.

.

6

1
:

は
改
軍

^

シ
.
シ
デ
.カ
サ
ズ
ム

' s
y
n
d
i
c
a
l
i
s
m
0

 

THK 

パf
o

i
e

に

し

て

他

は

革

命

的

；，
ン

デ力

y

、x'
ムs

y
p

 

d
i
c
a
l
i
s
m
e

 

r

nsv
o
l
u
t

G-n
n
a
i
r
e

 

な
.0
0 

^

§

に

於
<

ン
ン

デ
カ
リ
ズ
ム
と
稱
す
る«
後
者
な
6

と
す
。
箸
者
の
說 

明
せ
ん
と
欲
す
る
は
此
後
者
郎
ち
狹
義
の
意
_
に
於
け

る
ジ
ン
デ
カ
リ
、ズ
ム

.

なみノ。
S

は
れ
前
者
卽
ち
政
雄
的
；

シ
ン
デ
：カ
リ
'ズ
ム
の
綱
領
は
英
國
の
勞
働
黨
の
綱
領i 

略
同
；

i

に
し
て
佛
國
に
於
け
る
勞
働
組#

員
の
；大̂

^
 

の

歡

迪

す

る

所

な

す

。(

緖
論)

，

シ
.

x

デ
カ
リk

ム
は
現
今
の
資
本
制
度
の
廢
止
を
以 

て
其
の
綱
領
-^
爲
ず
ぢ
^
に
し
て
、
.其
の
-組
織
は
英
國
. 

勞
#
組
合
の
組
織
に
.毫
爷
異
ら
す
。
卽
ち
シ
ン
デ
力
リ 

X
ム
は
常
.に
^

§
者

，
に
，
對

し
<
«:
其
の
職
業
1C
從
ひ
紺 

合
^

^

^
、̂

-X
各
地
に
ま
る
諸
a
の

組

合

の

會
 

を
設
け
且
つ
總v

の
，勞
働
組
合
の
中
央
機
關
を
設
立
ず 

る
と
と
を
惩
.慂
す
。：

.,
«
國
に
於
て
は
此
中
央
機
關
を
名 

け
て
^

«
^0
合
大
同
®?
#

o
o
n
f
as
d
ns
r
a
t
i
o
n 

s
r
^
r
a
l
s

 

d
u

 

T
§

a
i
i

と
稱
す
。
要
ず
る
に
シ
ン
デ
力
リ
ズ
ム
は

英
國
に
於
け
る
勞
働
組
合〜

：異
な
る
所
^
く
、
唯
之
を 

.娘
#
的
‘のnu

的
に
利
用
せ
る
の
み
。
さ
れ
ど
、
シ
ン
デ 

.カ
リk

.

ム
过
勞
働
組
合
と
同
匕
く
賃
銀
の
增
率
、
勢
働 

肺
問
</
.
)短
縮
、
勞
働
狀
態
の
改
善
.の
爲
め
に
努
力
す
る 

に
躊
傭
ず
る
名
の
に
非
^
。
而
か
名
牝
植
の
政
#
は
シ 

ン
デ
力
リ
、ズ
ム
の

0
的
と
爲
す
所
に
非
^
し
て
、
其
活 

動
の
副
產
物
^
る
に
過
ぎ
^
る

の

み

な

ら
^:
、

極

端

な
 

る
論
#
は
此
種
の
改
#
を
以
て
寧
ろ
シ
ン
デ
カ
リ
ズ
ム 

の
終
局
の
目
的
を
達
す
る
上
に
於s

て
，障
縛
i
爲
る
g 

の
な
んi

l
K

ふ
な
^
ん
。
シ
ン
デ
丸
リ
ズ
ム
•の
主
張
す 

る
所L4

據
れ
ば
、
生
産
に
從
事
プ
る
勞
獅
者
が
各
其
生 

產
.に
用
ゆ
る
土
地
資
本
等
の
所
有
主
と
爲
6
、
旣
に
政 

權
が
平
等
と
爲6
tc

る
如
く
财
力
；
^
亦
平
等
と
爲
る
に 

非
^

ん
は
、
彼
等
«

.0

由
の
民
把
る
こ
と
能
は3'
'

る
べ 

し
。
fa

是
觀
之
、

シ
ン
デ
カy

x

ム
は
其r

脚
を
勞
fi 

組
合U

置
く 
i

同
*

に
、
他

の一

脚
の
.一
部
分
を
社
會 

主
義
の
上
に
置
け
-
^
。
何
を
以
 

<
平 

一15
分
と
云
ふ
。

20
9

日
ィ
«|
:
#ま
«
は
生
產
：の
：要
素
t-
.ば
社
#
の
所
有
に
歸

妣
、評
i

M

八

力

ノ

せ
し
^
ん
こ
と
を
主
張
す
る
に
反
し
、
シ
ン
デ
力

リ

ズ 

ム*

は
谷
特
種
の
職
業
に
ぬ
*
せ
る
#

働
者
を
し

て

其
職 

一
業
に
用
ゆ
る
生
產
の
要
素
を
所
有
せ
し
め
ん
乙
i
を
主 

唱
ず
例
へ
'ば
鐡
道
1
1が
，
鐡

道

を

所

有

し

、

鱗

夫

が

鑛

山
 

一
を
所
有
す
る
於
如
し

o 

3は
れ
乙
は
シ
ン
デ
ヵ
リ
ズ
ム 

の
根
本
的
擴
張U

非
^
れ
ば
、

±
を
以
て
ン
> 
ン
力
リ 

\

ズ
ム
ん
社
會
主
義
と
の
障
に
於
け
る
稂
本
的
相
異
の
點 

一

す

乙

と

を

#

^
。
但
し
シ
ン
デ
力
リ
ズ
ム
e
ii 

一
有
に
は
反
對
な

6
。
如
何
と
な
れ
ば
、
國
有
制
度
©
下 

|

に
於
け
る
政
府
當
局
者
は
依
然
資
本
家
杧
る
名
の
な
れ 

ば
な
6
。
： 

•

|

斯

く

の

如
く

、

シ

ン

デ

ガ
y

X

ム

は
ft

食

主

義
i

其
 

性

質

を

同
b

く

せ

る

所

あ

る

多

、

兩

者

.の

用

ゆ

る

手

段
 

\

に

至
6

て

は

、
天

地

雲

泥

の

差「

あ
6

0

社
#

*

義

舣

其

の 

\

0-

都

を

達

す

る

爲

に

政

治

運

動

組

合

其

物

の

活' 

勸

と

を

併

用

せ

ん

と

ず

る

に

反

し

、

シ

ン

ヂ

ヵ

リ

ズ

ム 

.技

勞

働

組

合

の

活

動
0

.
み

を

用

ゐ

ん

と

す

。

前

者

»

全 

國

拔

の

公

論

に

訴

へ

ん

と

す

る

に

對

し

、

後

者

は

軍

に

く 

_ 

- 

-

S

A
 

.

.

讓 f



妣
'評
と' .

紐
：.介
.
，
'

|

勞
働
者
階
級
を
相
手
と
せ6
0
 (

前
者
呔
叉
立
法
の
作
用■ 

_

に
依
6
 

.て
改
萆
を
訐
る
に
反
し
、後
潘
は
腕
力

(

生
員
事 

業

の

馨

叉
S

侖
的
一
揆)

に
依
6
 v

經
濟
組
織
の

t

#

を
企
て
ん
と
欲
す
。
要
す
る
に
シ
シ
デ
カ
リ
-x

'

ム 

は
主
と
し
て
1:

曾
主
義
に
對
し
て
反
旗
を_

す
％
のu

 

し
て
、
社
會
主
義
が
遲
々
允
る
立
法
の
手
段
に
依
6
 v

 

勞

働
:#

の
地
位
を
改
善
％
ん
と
勉
む
る
に
反
し
、

シ
ン 

デ
カ

リ

ズ
ム

は
極
端
な
る
同
^
^
エ
を
擧
行
し-<
«?
-*
. 

を
窮
地
に
階
れ
んi

爲
す
C

外
な
ら
卞
。(

第
一
章
ノ
 

シ
ン
‘
チ
カ
リ
ズ
ム
の
金
科
玉
條
と
爲
す
％
は®

級
#
 

關
に
し
て

、
政
事
を
事
と
せ
梦
。
其
の
主
張
す
る
所
に 

.

據
れ
ば
國
家
な
る
名
の
は
空
想
的
の
觀
念
に
外
な
ふ
ず 

如
何
と
な
れ
ば
社
會
に
は
經
濟
的
强
者
と
弱
者
あ
ろ
て
、
 

强
者
は
常
に
弱̂

を
壓
倒
し
つ
ぐ
あ
る̂'
の
な
れ
ば
、 

此
.一一

階
級
^」

以
<

B

家
を
形
成
せ
ん
と
爲
す
は
 

一
|^
が
心 

に
過
ぎ
^

れ
W

な
り
。
而
/̂
.
名
シ
/
ン
.チ
カ
リ
'ズ
ム

が

非 

國
家
主
義
な
る

は
政
治
と
政
治
家
と
に
嫌
厭̂
るU

あ 

ら
ず
し
で
、
其
め
信
念
其
物
が
非
國
家
主
義
杧
る
を
以 

て
&

。
今n

：

の
政
治
は
富
豪
の
爲
め
の.政
治
に
しV

.

勞

5

0

_

者
の
爲
め
の
政
治
に
非
，
。
さ
れ
.ば
勞
働
激
W:
政
治 

.的
圏
結
を
排
し
<

產
業
的
圓
結
を
行
ひ
、
.間
接
的
方
法 

_

を
捨
て
、
直
接
的
方
法
を
採
6

、
以V

其
の
地
位
の
改 

|

善
を
評
ら
^
る
べ
か
:6
^

0:

故

に
^
§

激

の

爭!«
«

1
C 

\

爲
す
べ
き
場
所
は
國
家
に
非
卞
し
<H

場
な
6

と
す
。

\

其
の
：問
題
i

爲
す
べ
き
？
の
は
政
治
.に
非
梦
し
て
_
經
«

\

な
6

。
而
し
て
其
|1

接
的
方
法
と
は
何
ぞ
や
。
.
1
1
1
く
 ヽ

\

聯
合
大
同
盟
褪H

卽
ち
&

れ
也
。
此
聯
合
同
盟
褪
H

tc 

|

る
や
，#

.<英
國
に
於
け
る
勞
働
荠
が
麗
々
用
ゐ
杧
る
武 

|

器
な
る
名
、
其
後
§
1

滕
其
跡
を
絕
ち
允
6

し
が
、
千
八 

一：
百
丸
十
ニ
年
に
至
-o

V

ッ
I

ル
.

U

於
；

S

 

V

開
き
^

る
#
 

\

BI

勞
働
組
脅
の
地
方
P

ロ#

I
I

に
於
い
て
之
を
採
用
す
. 

一
る
と
栏
決
楚
じ
^

各
ど
、
其
後
マ
：
ル
：セ
I
ユ

に
於
け

る

 

得
働
組
合
大
聯
合
會
の
之
を
採
用
：す
る
にI

決
し
忆
る 

| 

I

き
よ
6

し 
< 

再
び
此
武
器
を
復
活
せ
ん
ノ
o 

'

聯
合
同
盟
罷H

な
る
.名
の
は
普
通
の
同
激
褪
エ
の
如 

く
賃
鈒
の
値
上
げ
又
は
勞
働
狀
態
の
改
善
をM

的
/
爲 

す
.に
非
ず
し
て
.
、
經
濟
界
の
萆
命
を
以
て
;l
i
:

(

本
籤
と
せ

mi
ん
，o
政
治
家
が
勞
働
茗
の
努
働
狀
態
の
改
善
を
目
的
と 

し
て
新
法
律
を
設
く
る
と
％
、
經
濟
界
の
强
者
は
此
法 

律
を
寸
斷
し
、
之
を
仙
解
し
て.

m
i

己
の
利
益
に
適
合
せ 

し
め
、
之

を一

獒
ic

附
し
.去
る
の
常
な
れ.ば
、
國
民
は 

此
種
の
法
#

制
定
を
袖
手
傍
観
す
る
の
み
な
る
$
ヽ
一 

朝
®

<
n大
同
盟
褪
エ
の
成
立.せ
ん
か
、
，
阈
民
は
袖
手
傍 

觀
す
る
と
を
得
次
る
と
同®

に
經
濟
界
の
强
者
名
亦
之 

を

.
1

笑
に
附
し
去
る
己
と
を
得̂

る
な
6'
*

0
'
是
れ
卽
ぢ 

シ
y 
♦チ
ヵ
リ
ズ
ム
i

社
會
主
義
と
の
、主
張
手
段
の
分
岐 

す
る
所
な
6

と
す
。(

第
二
章)

然
6

i

«

名
、

シ
ン
デ
ヵ
リX

ム
は
眾
C

無
政
府
主 

籤
に
心
瘁
せ
る
勞
働
者
の
奢
起
杧
るIc
ih

ら
ず
し
て
、 

菇
れ
に
は 

一
a

の
®

理
を
®

}«

と
せ
る
名
の
あ6

。
此 

哲
理
のW

嗜
者
に
し
て
最
名
有
名̂

る
は
ソ
レ
ル
な6
 

と
す
？
，
ソ
レ
ル
の
言
に
據
れ
ば
ゝ
社
會
の
制
度
は
經
世 

家

の

の

孰

：慮
の
生
み
た
る
名
の
に
非
す 

し
て
、
人
生
の
喪
素
を
悉
く
綢
羅
し
且
つ
之
ぎ
結
晶
.せ 

る

の

.に
例
な
ら̂

0

人
生
の
最
大
£

務
.̂

常
1C

生
#

■

狴
評
ん
S

介
.

-I
C

r

氣
を
與%

、
.之
を
し
て
熱
0
,
を

懷

7̂
レ

^
、.
 

f

つ 

創
作
力
を
富
ま
し
む
るU

在
6

。
熱
11

を
懷
か
f
る
人 

I

民
は
亡S

、
熱
運
を
有
す
る
人
民
は
安
座
す
る
こ
と
を 

得
^

る
な
6

。
'吾
人
の
.感
情
、

S

婶
と
し
て
ば
理
性
と
熟 

\ 

.

慮
を
驅
遂
し
<

抑
制
ヵ
を
し
て
其
權
威
を
失
は
，
，'む
る 
\

に
至
る
こ
i

あ
る
»

吾
入
の
悉
く
經
驗
す
る
所
な6

と 

一
す
。
斯
く
の
如
く
ー.
朝
吾
人
‘U

し
て
威
.情
の
人
と
な
ら 

|

ん
沪

'
#

人
は
平
素
の
吾
人
を
迦
越
-
'
て
偉
大
な
る
所 

作
を
爲
し
得
る̂
P

0
な
6

。
抑
名
行
爲
の
眞
價
な
る̂P

 

の
は
用
意
揭
到
な
る»

慮
に
侬
ろV

.

鬼
生
ら
ず
し
て1
 

ゆ
る
、が
如
き
熱
情
に
依6
V

定
ま
る
。

\

要
す
る
に
ソ
レ
ル
の
哲
學
は
ベ
ル
グ
リy
の
哲
學
の 

\

感
化
そ
受
け̂

る
名
の
な
る
の
み
な
ら
梦
、
.前
者
は
後 

一
 

'者
上
6

E

に
一
步
を
進
めv
tl
:

#

制
度
の
改
造
上
後#

へ
の
重
要
i

認
：む
る
批
評
力
の
必
喪
を
否
定
せ-
^
。'
.
‘沧
靜
_ 

な
る
又
.
^
理
性
的
の
考
慮
に
類
ず
る
の
は
ニ
切
ソ
レ 

.

ル
の
放
！̂

る
所
に
し
て
、
靈
感
的
行
爲
の
原
動
ヵ
杧 

:

る
威
情
を
維
特
す
る
爲'めU

,

、
.彼
れ
ば
聯
合
大
同
盟
輝

■
•
•
<
.
.

つ
 

.
.
.
.
.

 

.
.. 

'

• 

ニ 1
1
.

:



H

を
用
ね
ん
と
欲
す
。

シ
ン
デ
カ
リ
'ズ
ム
は
34

タ
タ
數
1

の
支
酣
權
を
杏
*
す 

山
來
政
治
上
の
.變
動
は
少
數
派
が
.自
黨
の
爲
め
に
现
實 

せ
し
め
杧
る
名
の
^

6

0
大
多
數
の
刺
益
.の
爲
めU

變

| 

化
を
來
^

^

し
め
^

る
と
き
と
雖
$

、
之
を
可
能
な
ら\ 

，
し
め
^

る
は
侬
然
少
.數

黨

な

，
シ
？

.
さ
れ
ば
シx

デ

カ

リ

j 

、K

ム
ft

露
骨
に
，活
動
的
の
少
數
黨
を
構
成
せ
ん
と
欲
.\ 

す
。(

第
三
章) 

\

シ
ン
”ナ
カ
y

ズ
ム
は
;ft

へ
の
自g

を
®

す
る
爲
め
所
爾
ノ
 

直
接
的
行
動
を
執
6

つ
、
ぁ
6

。
其
行
動
を
直
接
■

と

| 

稱
'̂

る
は
仲
介
紫
叉
は
代
表
者
の
手
を
藉
ら
ず
し
て
、
 

シ
ン
デ
力
リ
ズ
ム
歸
侬
者
^

@

0
行
動
に
依
6
 V

•目
的 

を
達
せ
ん〜

爲
す
を
以V

也
。
彼
等
は
彼
等
の
階
«

と

j 

1

主
の
&

級
と
か
^

越

，の

關

係

の

卜

；

.に

立

てA
.
と

の

前
 

提
を
®

き
、
何
等
の
協
®

、
和
解
に
®

’

傾
け
す
、
彼

\ 

等
は
從
來
侮
辱
を
讓
6

、
_

«
視
さ
れ
、
法
外
に
低
廉
な 

る
賃
銀
を
受
く
る
こ
と
穴
し
が
ろ
し
於
、
彼
等
に
し
て 

一«

«

起
し
て
産
*

を
^

廢
せ
し
め
ん
が
、
社
會
は
遂

に

疲

弊

面

憊

し

て

：
^

の

足

前

に

膝

を

屈

し

て

再

戊

齑
 

業
に
從
事
.せ
ん
こ
と
を
哀
願
す
^

K

至
る
べ
く
、
：從
つ 

て
勞
働
者
は
自
己
の
飲
す
る
勞
»

條
件
を
强
請
す
る
t 

と
を
得
ベ
しo

-.

而

し

て

此

狀

態

を

現

®'
せ

し

め

ん

似

爲
 

め
シ
ン
デ
ヵ
リ
ズ
ム
の
採
る
重
要
な
る
ー
方
法
«
故
意 

に
仕
事
を
遲
延
せ
し
め
、
女
は(

馨

.の
用
ゐ
る
エ
»
の 

機
械
器
具
等
を
毀
損
す
る
に
在
6

9
 (

第
四
章y

 

シ
ン
デ
力
リ
ズ
.
ム
»

佛
國
に
.生

る
:0
千

八

百

八

十

八
 

$

働

組

合

は

ボ

ー

ド

I

に
於V

聯
脅
太
會
を
開
き
聯 

合
同
盟i

能H

の
決
議
を
爲
し
。：
次
い
や
千
八
莨
九
十 
一| 

年
マ
ル
セ
‘
丨
ユ
^

於
.い
.て
資
本
主〜

勞
働
者
と
の
間
：の 

霊
鸩
立
法
の
^
段
を
以
て
之
を
鎭
定
す
る
能
は
次
る 

珞
の
に
し
.て
勞
働
^

に
經
濟
的
ま
由
を
與
ふ
る
名
0

tt 

產

業

組

織

の

軍

命

を

：措

き

：

V

他
に
無
し
と
の
決
纖
を
せ 

6
:。
次
に
千
八
百
九
千
四
年
ナ
ン
テ
に
於
い
て
大
.
を 

開
き
其
會
議
，中
社
會
主
義
を
泰
せ
る
者
と
シ
ン
デ
ヵ
リ 

、K.

ム
.
の
徹
^

フ
リ
ア
ン
と
は
锻
を
^

じ
^

6

し
が
‘ 

.

& 

に
ブ
サ
ア
ン
の
勝
利
に
歸
し
、
此
年
^
働
組
合
大
同
盟

會
は
成
作
/
ノ
。.
同
會
は
佛
蘭
西
全
國
に
於
け
る
勞
働
組 

合
の
聯
合
に
し
て
土
邡
に
分
か
る
。

一
は
英
國
に
於
け 

る
勞
働
組
合
と
同
欉
に
し
て
、
偷
は
同
匕
く
英
國
に
於
~ 

け
る
同
業
f

聯
合
會
に
劈
K

tt
A

o

爾
者
は
各
其
の
一 

*

員
#-

と
基
本
金
を
有
し
、.
外
に
聯
合
委
員
會
な
る
名

\ 

の
ぁ
6

て
同
®

#

の
監
理
I
J
主
義
の
普
及
と
を
司
ど
る| 

厳
初
政
黨
と
勞
働
齟
合
と
の
珊
合
を
企
圖
し
つ
、
ふ
6
 \ 

し
間
は
其
勢
力
微
々
と
し
て
振
は̂
6

し
於
、
千
九
；白
一 

年
雄
命
派
の
颢
を
握
る
に
至
ろ
で
始
め
て
隆
盛
の
域
に

\ 

進

め

'
^
。

 

一 

然
ゲ
と
離
名
、
數
字
を
以
て
之
を
諭
、せ
ば
、
此
同
毀
ー 

.會
は
順
る
振
は
3'
'

る
な
6

。
佛
國
に
は
千
西
萬
の
賃
龈
一 

努
働
藉
在
る
名
、
勞*

龃
合
に
屬
す
る
》
僦

か

に

百

萬

\ 

人
に
過
ぎ
ず
。
此
：白
莴A

中
にV

同
盟
會

M々

tc

る
者 

は
館
//

四
十
萬
に
し
て
、
其̂

少
な
く
と̂p

1
1

十
五
萬 

、
は
腕
ヵ
的
の
行
動
と
聯
合
委
員
俞
の.萆
#
的
主
義
に
反 

0

f

芡
同
盟
會
はf

民
の
聲』

と
^

K

る
過
刊
雜
誌 

I

を
發
行
せ
.る
於
、
其
*

實
部
■
職
か
に
六
坪
部
に
過
ぎ 

砒

辟
-1
.轺
|介

：

岁
。
要
す
る
に
佛
國
は
シ
シ
デ
ヵ
リ
ズ
ム
の
主
義
政
策 

を
普
及
す
る
に
便
!

t多
き
處
な
る
.名
、

:*
新
運
働
»
微 

々
と
し
で
振
は
#
、

叉

其

の

勢

力

を

增

し

つ

、
あ

/)
,
と 

.̂

ふ

こ r-\J 
を
^
^
る̂
.
.
^

:-olo 

.

獨
逸
に
於
V

W

シ
ン
デ
力
リ
ズ
ム
は
殆
ん
ど
存
在
せ 

申
、.
#
太

利

に

於

て

，
は

勞

働

#

間
の
無
政
府
生
義
の
«

向
の
一
分
子
と
爲
6

、
和
蘭
に
淤
て
は
之
を
組
織
せ
ん 

と
.せ
し
名
其
激
な
く
、白
^

義
そ
亦
之
と
同
^

0
其
他
北 

部
の
諸
國
に
至
6

て
»

シ
シ
デ
力
y
 

X
ム
は
跡
を
見
梦 

之
に
反
しV

米
國
に
於
て
は
稍
其
の
鲁
カ
の
見
る
ベ
き 

名
i

i

同
國
に
於
け
る
政
治
の
®

、
政
黨
本
部 

の
勢
力
、
數
多
の
人
種
の
雜
屑
ょ
6

來
る
選
擧
上
の
缺
：

點
等
は
#

働
組
合
及
び
.社
會
生
義
の
發
M

を
妨
げ
、
從
.

つ
て
シ
ン
デ
力
ヴ
ズ
；ム
^

活
動
を
激
助
,

る
に
至
办
6
 

ゴ
シ
パ
ー
.氏
の
寧
ゆ
る
米
國
#

働
聯
合
會
に
反
«

丨3
<
 

观
織
さ
れ
^

る
？
の
.を
世
界
產
業
遵
働
者
^

と
稱
す
。

此
#

«

其
大
倉
を
#

^>
て

千

九

百

五

年

市

俄

*

^

之

.を

開
け
-9̂

 

_此
會
の
.企
3

^

る
所
は
賃
銀
勞
働
者
を
徹
命'

\
.|.
:.

.
-
. 

.

.

.
/
.

.'
<
.
、
•
• 

. 

- 

• 

■ 

.

.

.

.

.

' 

' 

■ 

,
.
.
.
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し
て
革
命
的
刚
結
を
組
織
し
、
各
職
業S

勞
働
組
合
め 

離
壁
を
打
破
し
て
以
て
精
練
勞
働
者
と
不
精
練
勞
働
者 

i

を
し
て
S

に

一

致

偏

カ

せ

し

め

：
一
.
.
職

業

に

獨

す

る

勞
 

働
者
の
同
盟
羅
エ
を
し
て
全
般
$
.勞
働
者
0

同
盟
罷
エ
Z
 

把
ら
し
め
ん
と
爲
す
に
在
6

。
然
A
 

A
雖

％

、

米

國

.に 

於
<

す
ら
、
純
粹
の
祉
墓
の
勃
興
は
革
命
派
の
前
途
へ 

を
危
ふ
せ
じ
め
、
且
っ
同
盟
罷
エ
は
萆
命
的
の
€

彩

を

\ 

帶
び
ず
し
て
、
m

lc

經
«

的
«

據
の
み
を
有
す
る
名

の

ノ
 

と
爲-

C
N

つ
、

$>
6

0(

第
^

章)

叉
英
画
に
«

シ

ン
チ
ヵ

| 

リ
X

ム
と
稱
し
得
る
名
の
殆
ん
と
な
し
。(

第
六
#

) 

\ 

シ
ン
デ
ヵ
リ
ズ
ム
を
批
評
す
る
に
當1

1

個

の

異
| 

れ
る
方
面
よ
6

之
を
觀
る
を
喪
す
。

ー
«

シ
y
•チ

力

リ
| 

ズ
ム
の
^

^

把
る
主
張
に
し
て
、
他
は
其
活
動
の
方
針| 

な

す

。其の主張すゐ

#

题
p.今

！！！

社

會

に

於

て
' \ 

麗
者
被
M

#
の
ニ
火
階
級
あ
6

<

此
階
級
間
に
§

鬪

Z
 

絶
ゆ
る
こ
と
な
し
と
云
か
1C

在
'

O
。

組
合
の
存
在 

は
此
命
題
が
一
而
め
眞
理
を
^
す
る
を
謙
す
る
名
の
と 

溯
ふ
べ
し
。
3

は
れ
此
爭
_
は
左
程
明
白
な
る
名
の
に

8

將
允
又
tc

普
遍
的
の
^p

の
に
^
p

®3'
'

る
な
り
。
抑_5P 

社
會
は
生
產
者
、
^

^

者
及
^

坐
產
漭
と
消
费
者
を
兼
，
' 

ね
祀
る
者
ょ
6

成
^
。
而
し
て
消
费
は
社
會
經
濟
組
織 

伫
必
嬰
缺
く
べ
か
：ら
次
る
名
の
な
ヶ
6

す
。
汊
生
齑
者 

と
^

^

者
i

の
關
係
は
m

に
經
濟
的
な
る
の
み
に
非
^
 

し
<

心
a

的
の
作
用
を
有
す
。：

弱
者
は
：胁
と
し
て
;)
t

の 

.保
護
者
を
逢
つ
て
强
者
の
許
へ
走
6

命

を

待

つ

_
乙

と

^
 

6

0

叉
經
濟
的
弱
者
の
階
級
中
及
び
經
濟
的
强
者
の
If 

級
中
に
由
々
敷
經
濟
上
の
举
_

ぁ
6

。
之
を
根
本
的
1C 

論
せ
ば
、

：
.生
産
者
と
f

者
、

一

職
業
に
從
事
せ
る
勞 

'働
者
と
他
の
職
業
に
.從
事
せ
る
勞
働
者
と
の
爭g

汉
6
 

ブ

ン
デ
ヵ
リ
ズ
U

の
玫
«
ず
る
經
濟
界
の
弱
肉
强
食
は 

事
實
^

O

と
雖
名
、
乙
は
强
者
の
趴
吣
せ
る
名
の
に
非 

步
し
て
經
濟
界
進
化
の
結
果
に
外
な
ら
t

經
濟
界
の 

實
權
は
之
^

發
展
、
紐
繊
せ
し
0

る
爲
に
個
人
の
手
に 

委
ね
る
を
必
要
と
せ
し
'«
6

。
シ
ン
デ
ヵ
V

X'
ム
收
灭 

國
會
の
M'

用

を

否

認

せ

る

？

、

國

會

は

紕

龠

の

秩

/^
と 

前
後
：一
貫
せ
る
產
業
肇
の
成
立
とu

必
要
缺
くf

か
：

ら
^

る
名
の
な
6

と
す
®
シ
ン
デ
カ
リ
ズ
ム
の
主
唱
す 

る
國
家
は
其
の
避
礎
を
全
く
經
濟
組
織
に
爾
く
$
の
に 

し
て
、
絞
®

的
の
組
織
と
し
v

tt

最
惡
の
名
の
^

6
.。
 

斯
く
の
如
き
_

家
は
ト
ラ
ス
ト
組
織
の
進
化
せ
し
，

p

の 

と

す

な

6

。
M

す
る
に
シ
ン
デ
カ
リ
ズ
ム
の
主
義 

«

取
る
に
足
ら
^

る
名
の
な
6

と
す
。(

第
七
章) 

•
シ
ン
デ
力
リ
ズ
ム
は
斯
く
の
如
く1

の
主
義
と
し
て 

M

る
に
足
ら
^

る
％
の
な
る
が
：、
其
の
活
動
は
果
わ
<■ 

祭
何
。
シ
ン
デ
カ
リ
ズ
ム
於
其
の
目
的
を
達
す
る
爲
め 

に
用
ゆ
る
シ
•ン
デ
カ
リ
、ズ
ム
特
有
.の

手

段

は

前

述

の

.
如 

く
_

合
同
盤
韶
エ
な
6

.°

卽
ち
產
業
を
中
此
せ
し
め
、 

.
之
^

依
6

<
11

會
を
し
<

勞
^

^

^の
前
.に
膝
を
|1
1

せ
し 

め
、
现
今
の
資
本
制
度
を
破
壞
し
て
、
親
^

に
_
«
な 

,

る
産
業
組
織
を
樹
て
ん
と
欲
す
る
名
の
な
6

。
聯
合
同 

i

H

な
る
名
の
は
賃
龈
の
値
±
又
は
勞
働
狀
態
の
改 

#
2を
目
的
と
し
<
、
或
は
叉
萆
命
的
の
希
望
を
以
て
之 

を
行
ふ
' 

t
と
を
#

ベ
し
。
而
し 
<
 前
^
は
成
功
す
る
の 

21
.

5

^

^
ぁ

る

名

、̂

«

は
^

#]

の
見
込
な
し
。如
何
ん
と
な

.姚
'
部
.
-
Jfe

介
'

’

れ
ば
、
前
者
の
場
合
に
は
人
は
皆
同
盟
褪
エ
の
理
*
を 

.

知
ん
-、
其
罷
H

tc

る
や
的
確
の
目
的
を
袍
す
る
名
の
な
- 

.

る
に
反
し
、
«

者
の
場
合
に
»

主
動
者
す
ら
7
^
、
^
社 

一
會
的
革
命
に
關
し
て
何
等
明
確
な
る
觀
念
を
有
せ
^
、

.
況
ん
や
大
多
數
の
陣
笠
に
於
て
を
や
。
シ
\
デ
力
リ
ズ 

一
ム
を
*

^

る
者
は
思
へ
ら
く
、

j

朝
聯
合
同
盟
^
エ
の 

ノ

成

立

ザ

ん/;
>
、
.
彼

等

好

其

の

目
的
を
遂
げ
#

る
は
»#
_

\

を
待
つ
の
み
と
。
r

u

»れ
、
道
は
讓
兑
t<
:

6
と
^

は
^

一
る
を
.得
^

。
命
何
.と
な
れ
ば
社
會
を#

成
す
る
個
人
は
.

\

自
家
保
存
の
本
能
を̂

す
る
を
以
<
、
.
»
會
の
產
業
を 

\

中
絶
せ
し
め
ん
と
試
み
る
シy
デ
力

リ

ズ

ム
派
の
#
働
. 

一
者
に
對
し

j

致
圓
結
し
て
反
抗
ず
石
に
至
る
べ
け
れ
ば 

な
6

。
加
之
、
同
盟
罷H

者

に

對

す

る

惡

評

は

の

，

\

中
に
落
钮
者
を
生
せ
し
ひ
る
匕
至
る
べ
し
ゲ
彼
等
は
又
：

一
其
目
的
i

f

る
産
業
組
織
の
革
命
を
ば
所
謂
受
動
的
®

.

杭
を
用
ね
て
现
實
せ
し
怂
ん
と
欲
す
る
名
の
なる
名
、
. 

祉
會
«

同
盟
罷H

を
し
て
永
^
に
将
續
す
る
を
科
す
乙 

と
能
は
次
れ
ば
、
接
力
を
藉6

て
％
產
業
の
恢
復
を
肿

.

-

'
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